
  

 

令 和 ２ 年 ７ 月 ８ 日  

九 州 地 方 整 備 局  

山 国 川 河 川 事 務 所  

 

【速報】 ７月７日の大雨における耶馬渓ダム防災操作の状況について 

 

 耶馬渓ダムでは、７月７日に防災操作を行いました。 

 耶馬渓ダムへ流れてくる水量の一部をダムへ貯めることで、ダム下流へ

流す水量を最大で約５４％低減しました。 

 これにより、ダム下流の上曽木
か み そ ぎ

水位観測所地点において、河川の水位を

約５６センチメートル低下させる効果があったと推測されます。 

 

・耶馬渓ダムでは７日２３時３７分に最大５６３m3/s の流入があり、そのうち、 

３０３m3/s を貯留して２６０m3/s を流し、下流の水位を低減させました。 

 

・耶馬渓ダム流域平均の総雨量：４３７．０ｍｍ（５日１８時～８日７時） 

 

・耶馬渓ダム流域平均の最大１時間雨量４５．０ｍｍ（７日２３時） 

 

※観測所所在地 

・上曽木
か み そ ぎ

水位観測所：大分県中津市本耶馬渓町大字曽木地先 

 

山国川河川事務所ＨＰ   http://www.qsr.mlit.go.jp/yamakuni/ 

 

＜問い合わせ先＞国土交通省 九州地方整備局 山国川河川事務所 

技術副所長  田島 二仁   電話：０９７９-２４-０５７１ 

ダム管理課長 竹島 士朗   電話：０９７９-５４-３１３６ 

 

 



【耶馬渓ダムの防災操作概要図】

【耶馬渓ダムの効果】 〈参考〉

〈流入量〉

ダムへ流れ込んだ最大の水量

５６３m3/s

〈放流量〉

下流河川へ流した最大の

水量２６０m3/s

ダムへ流れ込んだ水量の

約５４％低減させて流しました。

2.92ｍダムに

貯まりました

水道用水などに利用するために

常時貯めている水量

▽防災操作後水位 164.92ｍ
▽防災操作開始水位 162.00ｍ

▼水防団待機水位 ３．８０ｍ

▼はん濫注意水位 ５．３０ｍ

左岸側

（曽木地区） 右岸側
（青地区）

上曽木水位観測所（中津市）
河口から約17km上流
耶馬渓ダムから約11km下流

耶馬渓ダム（中津市）
河口から約28km上流

▼ダムへ流れてきた水量をダムへ貯めずにそのまま下流に

流した場合の 推定水位 7.36ｍ

▲ダムへ流れてきた水量の一部を

ダムへ貯めたことによる

河川水位 6.80m（観測値）

約５６ｃｍ

低減

1

2

河川の水位状況：上曽木水位観測所（中津市）

▼計画高水位 ９．２５ｍ

〈ダムへの最大流入量〉
７日 ２３時３７分 ５６３m3/s

（ダムからの最大放流量）
７日 ２３時３７分 ２６０m3/s
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